
第 4学年算数科学習指導案
日 時 平成16年10月5日(火)６校時
児童数 第４学年 男３名女５名 計８名 
指導者 山 田 雅 美

１ 単元名 「広さを調べよう」（東書 ４下ｐ４５～５７）

２ 単元について

（１） 教材について

本単元では、面積の概念や測定の意味について理解するとともに、長方形、正方形の面積

の求め方を理解し、それらを用いていろいろな広さの面積を求めることをねらいとしている。

面積の大小を比べるとき、直接比較（または間接比較）によって決定する段階から始まっ

て、ある任意単位を使って、その個数の多少で比較する段階へと進み、最終段階として、普

遍単位（ｃｍ２、ｍ２）を使うことを知る。 
次に、面積の大小比較の学習をもとに、長方形、正方形の求積公式を知る。公式をもとに、

面積から辺の長さを求める方法や、複合図形の面積の求め方を学習する。

さらに、教室の面積、県や町などの広い面積の表し方を知り、単位関係の理解へとつなげ

ていく。

（２） 系統性について

これまで児童は、「広さくらべ」などで広さの概念の素地的活動を経験している。しかし、

日常生活の経験として、「広さ」は、空間的な広さや平面的な広さなどで使われ、曖昧なと

らえ方をしている。ここでは、面積概念を「平らな面の広さ」であることをおさえさせ、面

積の意味や量感をつかませていく。また、長方形、正方形の求積公式を知り、それをもとに、

複合図形の求積、さらに、5年で平行四辺形、三角形、円の面積の求め方へと発展していく。

（３） 児童について

レディネスの結果から、児童は、「広さ」という言葉については、「黒板の広さ」や「机の

広さ」などのように平面の広さを表すものと、「教室の広さ」や「体育館の広さ」などのよ

うに、平面的な広さと空間的な広さが混同してとらえているところがある。また、「広さ」

の単位については、ｃｍ２や畳、坪などの言葉について聞いたことはあるが、実際の広さに

ついてはよく分かっていない。さらに、広さの比較については、視覚的・感覚的な比較はで

きるが、直接比較の方法がよく理解していない児童もおり、辺の長さが分かっている面積の

違う長方形と正方形の面積を比べる場合においては、たてと横の辺の長さの和が同じである

ならば面積も同じであるといった考え方をしている児童が多かった。

話し合いの活動については、自分の考えを持ち、少しずつ発表しようという意識が出てき

ている。しかし、全体の前で発表することにまだ自信がなく、分かってもらうように伝えよ

うとする意欲が足りないものもいる。また、友達の考えをよく聞いて話すようになってきて

はいるが、疑問に思ったことを質問したり、友達の考えのよさを見つけようとしたりするま

では至っていない。

（４） 指導に当たって

面積の大小比較については、直接比較や任意単位を使っての比較、また、大きい面積の測

定などの算数的活動を取り入れることによって、普遍単位の必要性や面積の概念の形成にあ

たっていきたい。広さは、１ｃｍ２の正方形がいくつしきつめられるかを基にしていること

を面積の大小比較の際に丁寧に指導していき、長さを比較するのではないことをおさえさせ

たい。公式適用の場合においても、計算だけでなく、１ｃｍ２の正方形がいくつ分かを確認

しながらすすめていきたい。

本時では、複合図形の求め方は、公式が使える長方形や正方形に変形すればよいことをお

さえ、多様な考え方を通して、いろいろなものの見方の面白さを味わわせたい。また、さま



ざまな問題に取り組ませることによって、場合によって、適切な方法を選んで解決していく

力を身につけさせたい。

学び合いにおいては、式と図を結びつけながら説明させる、友達はどんな考えをしたか式

から読み取る、それぞれの考えは、既習のどの考えをもとにしたものかを考える、友達の考

えで自分も試してみる、といった活動を行い、自分の考えをより深めたり、他の考えの良さ

に気づいたりできるような展開にしていきたい。

３ 単元の目標

○面積の概念や測定の意味について理解するとともに、長方形、正方形の面積を求める方法を理

解する。また、それらを用いて面積を求めることができる。

（関心・意欲・態度）・面積の公式の有用性に気づき、身の回りにある長方形や正方形の面積を求め

るのに、進んで公式を用いようとする。

（数学的な考え） ・面積を比べるときに、既習の長さやかさなどの場合と同じように、単位の大

きさを決めてその何個分として数値化して考える。

（表現・処理） ・長方形・正方形の面積を、公式を用いて求めることができる。

（知識・理解） ・長方形・正方形の面積を求める公式を理解する。



４ 単元の指導計画と評価規準（12時間）
小単元 時 主な学習活動 評 価 規 準

１ ・じんとりゲームの活動を通して、

単元の課題をとらえる。

・じんとりゲームで得られた長方形

と正方形の広さの比べ方を考える。

（関）既習の量の場合と関連付けな

がら、いろいろな方法で広さの比べ

方を考えようとしている。

（考）広さを比べるときに、単位の

大きさを決めて数値化して考えてい

る。 

① 広さのあら

わし方

（３時間）

２

・

３

・周長が等しい長方形と正方形の広

さの表し方を考える。

・「面積」の意味と面積の単位「平

方センチメートル（ｃｍ２）」を理解

する。

・１ｃｍ２の方眼を使って面積が４

ｃｍ２のいろいろな形を作図する。

（表）１ｃｍ２の何個分と見て面積

を求めることができる。

（知）面積の単位の表し方を理解し

ている。

１

・

２

・長方形・正方形の面積を計算で求

めるしかたを考える。

・公式の意味について知り、長方

形・正方形の面積の公式をまとめ、

適用する。

（考）長方形・正方形の面積の求め

方を辺の長さに着目して考えてい

る。 
（表）面積の公式を用いて、長方形・

正方形の面積を求めることができ

る。 

② 長方形と正

方形の面積

（３時間）

３

本

時

・複合図形の求め方を考え、工夫し

て求める。

（考）複合図形を長方形に分割する

などして、面積の求め方を工夫して

いる。

（表）複合図形の面積を求めること

ができる。

１

・

２

・面積の単位「平方メートル（ｍ２）」

を理解する。

・１ｍ２の正方形には何人乗れるか

実験し、１ｍ２の大きさを体感する。

（関）１ｍ２の面積を作ろうとして

いる。

（表）ｍ２の単位を用いて大きなも

のの面積を表すことができる。

（知）１ｍ２の大きさを理解してい

る。 

③大きな面積

の単位

（４時間）

３

・

４

・１ｍ２は何ｃｍ２になるか調べる。

・面積の単位「平方キロメートル（ｋ

ｍ２）」を理解する。

・１ｋｍ２は何ｍ２になるか調べる。

（関）大きな面積に関心を持ち、単

位の関係を調べようとしている。

（知）ｍ２とｃｍ２、ｋｍ２とｍ２の関

係を理解している。

④まとめ

（2時間）
１

・

２

・面積のいろいろな単位（ａ、ｈａ）

について話し合い、興味関心を高め

る。 
・チャレンジに取り組む。 
○工夫して面積を求める。

○いろいろなものの面積を求める。

（関）身の回りのものの面積を予想

を立ててから調べようとしている。

（表）長方形や正方形の面積を求め

ることができる。



６ 本時の指導

（１） 目標

複合図形の面積の求め方を理解する。

（２） 具体の評価規準と評価方法

評価規準

（考）複合図形を長方形に分割するなどして、面積の求め方を工夫している。

（表）複合図形の面積を求めることができる。

十分満足できると判断される

状況

満足できると判断される状況 努力を要する状況の児童への

手立て

（考）複合図形を公式を使え

る形の長方形や正方形にして

2 つ以上の考え方で求め方を
工夫している。

（プリント、発言）

（考）複合図形を公式を使え

る形の長方形や正方形にして

求め方を工夫している。

（プリント、発言）

（考）どのように補助線を入

れれば、長方形や正方形にな

るか、考えさせる。

（表）複合図形の面積を分割

したり補ったりする方法を適

切に選びながら、面積を求め

ることができる。

（表）複合図形の面積を分割

したり補ったりして面積を求

めることができる。

（プリント）

（表）補助線の入れ方と必要

な数値を助言しながら、長方

形や正方形の形を確認させ

る。 
（プリント）

（３）本時の指導

段

階

学 習 活 動

○学習活動 ◎発問 ・児童の反応

指導上の留意点

つ

か

む

5
分

１ 問題把握

○複合図形の面積を求める問題であ

ることをつかむ。

次の形の面積を求めましょう。

６ｃｍ

３ｃｍ

９ｃｍ ５ｃｍ

６ｃｍ

２ 課題設定 １１ｃｍ

○本時の課題について考える。

◎今までの学習との違いは何ですか。

・長方形でも正方形でもない形

長方形でも正方形でもない形の

面積の求め方を考えよう。

●長方形と正方形の求積をし、既習事項の想起

をさせるとともに、本時の学習との違いを明ら

かにするようにする。

み

と

お

す

3
分

３ 解決の見通し

○どのようにしたら既習の形のなる

か考える。

◎どのようにしたら長方形や正方形

になりますか。

・線を入れてわける

・かきたす

● 自力解決できそうな場合は、軽く扱う。 
● 自力解決が難しそうな場合は、ひとつ例を

取り上げてから、自力解決に入る。 

考

え

る

４ 自力解決

○複合図形の面積を求める。

（考）複合図形を長方形に分割す

るなどして、面積の求め方を工夫

しているか。（プリント・発言）



５

分

●自力解決でつまづいている場合は、図形を分

けると、長方形や正方形になることを助言す

る。（補助線の記入や、数値の確認）

●プリントに補助線を入れさせ、立式させる。

●いろいろな考え方に取り組ませる。

ふ

か

め

あ

う

20
分

５ 深め合い 
○自力解決の結果を発表する。

①図形を分けて考える。

３×６+６×１１＝８４

②図形を分けて考える。

９×６+５×６＝８４

③図形の一部を補って引く。 
１１×９－３×５＝８４

○ だされた考えを理解しあう。

◎それぞれどんな工夫がされていま

すか。

・図形をわけて長方形や正方形

を作っている。

・図形をたして長方形を作り、

足したところを後から引い

ている。

◎それぞれの考えにどんな名前をつ

けますか。

・わけてたす

・たしてひく

◎ 自分のやっていない考えで解いて

みましょう。

◎全部の考えに共通した考えは何で

すか。

・長方形や正方形をつくる

●自力解決後、同じ考え同士で自分の考えを発

表しあう。

（発表の内容）

① 補助線をどう書いて長方形を作ったか。

② たて、よこのながさはどこか。

③ しきは、どうなったか。

④ 結論として図形の面積はいくらになった

か。 

●一斉学習で発表させる。

一人ずつ発表させ、友達の考えについて自分の

言葉で説明させる。

●長方形をつくっていることをしっかり抑え

させ、そのつくり方についても、3通りあるこ
とをおさえさせたい。

●長方形の作り方は、大きく2通りあることと
してまとめたい。

●いろいろな方法を試してみることによって

いろいろな問題を解くとき、いろいろな方法を

選択する力を身につけさせたい。

●長方形や正方形をどれもつくっていること

を強調して板書する。



ま

と

め

る

1２
分

７ まとめ

長方形でも正方形でもない場合の面

積は、わけたりたしたりして長方形

や正方形になおして求めることがで

きる。

８ 練習問題

30ｃｍ
30ｃｍ

10ｃｍ

50㎝

９ 振り返り 
・学習して分かったこと、わからなかった

ことは何ですか。

・進んで発表したり、友達の考えのいいと

ころを見つけたりできましたか。

● 自分なりの方法で解かせる。できるだけ簡

単に解く方法を選ばせるようにする。

● どの方法を使うと効率がいいか、確認した

い。 

（表）複合図形の面積を求めるこ

とができたか。（プリント）



それぞれの考えに名前をつけてみよう。

６ 授業構想表

問

題

課

題

多

様

な

考

え ３×６+６×１１＝84 

 

９×６+５×６＝８４ １１×９－３×５＝84

妥

当

性

の

検

討

長方形が２つできてい

るから公式が使える

長方形が２つできて

いるから公式が使え

る

大きな長方形と小さな

長方形で公式が使える

関

連

性

・

有

効

性

の

検

討

分けて足す 足してひく

それぞれの考えの共通点はなにか。

長方形にして公式を使えるようにしている。

選

択

どちらの方法が早くできるか。

50×30－10×30＝1200 
1200ｃ㎡

（たしてひく）

ま

と

め

長方形でも正方形でもない形の面積は、わけたり足したりして長方形

や正方形になおして求めることができる。

複合図形の面積を求めよう。

長方形でも正方形でもない形の面積の求め方を考えよう。

横に補助線を引いて長

方形を2つ作り、それぞ
れの面積を求めて足し

ている。

たてに補助線を引い

て長方形を 2 つつく
り、それぞれの面積を

求めて足している。

欠けているところを足

して大きな長方形を作

り面積を求めてから、後

で足した小さな長方形

の面積を引いている。

それぞれの考えの工夫されているところはどこか。 



７ 板書計画

長方形でも正方形でもな

い形の面積の求め方を考え

よう。

長方形でも正方形でもない場合の面積

は、わけたりたしたりして長方形や正方形

になおして求めることができる。

長方形になおす

わけてたす 足してひく

・長方形をみつける

3×６+6×11=84 9×6+5×6=84 11×9－3×5=84 
 


